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第30期経営指針をつくる会・発表会第30期経営指針をつくる会・発表会
半年間に及ぶ研修の集大成半年間に及ぶ研修の集大成

　

二
月
六
日
（
金
）、
七
日
（
土
）

の
二
日
間
、
同
友
会
事
務
所
・
会
議

室
を
会
場
に
「
第
三
〇
期
経
営
指
針

を
つ
く
る
会
・
発
表
会
」
を
開
催
。

昨
年
八
月
か
ら
の
約
半
年
間
、
全
六

講
に
及
ぶ
研
修
の
集
大
成
と
し
て
、

参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
が
学
び
合
い
、
会

社
の
将
来
と
真
剣
に
向
き
合
い
な
が

ら
ま
と
め
上
げ
た
「
経
営
指
針
」
が

披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
友
会
の
中
心
的
な
活
動

の
一
つ
で
あ
る
「
経
営
指
針
の
成
文

化
と
実
践
」を
広
く
啓
蒙
す
る
た
め
、

今
期
の
発
表
会
も
例
年
ど
お
り
広
く

見
学
者
を
募
集
。
経
営
指
針
に
高
い

関
心
を
持
つ
方
、
来
期
の
受
講
を
前

向
き
に
考
え
て
い
る
方
な
ど
、
県
内

全
域
か
ら
多
数
の
見
学
者
が
駆
け
つ

け
ま
し
た
。

　

発
表
・
質
疑
応
答
・
ア
ド
バ
イ
ス

を
含
め
て
一
社
概
ね
五
〇
分
の
持
ち

時
間
を
使
い
、
経
営
理
念
に
込
め
ら

れ
た
思
い
、
今
後
の
方
向
性
を
指
し

示
す
一
〇
年
ビ
ジ
ョ
ン
・
経
営
方
針
、

数
値
・
行
動
に
ま
で
落
と
し
込
ん
だ

経
営
計
画
を
発
表
し
て
い
っ
た
参
加

各
社
。
企
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境

は
目
ま
ぐ
る
し
い
変
化
の
渦
中
に
あ

り
ま
す
が
、
い
ず
れ
の
参
加
者
か
ら

も
「
絶
対
に
良
い
会
社
に
す
る
」
と

い
う
強
い
意
志
が
ヒ
シ
ヒ

シ
と
伝
わ
る
、
中
身
の
濃

い
経
営
指
針
の
発
表
と
な

り
ま
し
た
。

　

丸
二
日
間
、
十
二
社
が

発
表
を
行
う
ハ
ー
ド
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
は
あ
り
ま
し

た
が
、
自
社
の
発
表
時
間

だ
け
で
な
く
、
他
社
の
指

針
書
や
取
り
組
み
か
ら
も

多
く
の
学
び
が
得
ら
れ
た

こ
と
で
し
ょ
う
。「
学
ぶ

こ
と
は
マ
ネ
る
こ
と
」
と

言
わ
れ
る
よ
う
に
、
他
社

の
良
い
部
分
を
参
考
に
し

つ
つ
、
さ
ら
な
る
ブ
ラ
ッ

シ
ュ
ア
ッ
プ
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

　

参
加
者
レ
ポ
ー
ト
に
は
「
連
続
参

加
に
よ
っ
て
経
営
指
針
の
理
解
度
や

解
像
度
が
深
ま
っ
た
。
来
期
も
皆
さ

ん
を
驚
か
せ
る
よ
う
な
業
績
を
残
せ

る
よ
う
に
精
進
し
た
い
」「
参
加
を

通
じ
て
自
己
資
本
比
率
が
改
善
し
、

積
極
的
な
投
資
や
経
営
者
の
仕
事

（
脱
プ
レ
イ
ヤ
ー
）
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
」「
自
社
の
進
む
べ

き
方
向
が
言
葉
と
し
て
整
理
で
き

た
。
つ
く
っ
て
終
わ
り
で
は
な
く
、

行
動
し
て
成
果
を
出
し
、
会
社
全
体

に
広
げ
て
い
き
た
い
」
な
ど
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　

来
期
の「
経
営
指
針
を
つ
く
る
会
」

も
今
年
度
同
様
、
夏
か
ら
の
開
催
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
詳
細
に
つ
い

て
は
決
定
次
第
ご
案
内
い
た
し
ま

す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
！



同 友 ぐ ん ま 2026年３月号（2）第529号

　

報
告
後
は
「
感
想

の
共
有
と
自
社
で
の

取
り
組
み
」
を
テ
ー

マ
に
グ
ル
ー
プ
討
論

を
行
い
、
県
を
超
え

た
活
発
な
意
見
が
飛

び
交
い
ま
し
た
。

　

会
議
後
の
懇
親
会

で
は
、
各
県
か
ら
集

ま
っ
た
参
加
者
が
自

県
の
取
り
組
み
を
紹

介
し
つ
つ
、
会
場
自

慢
の
料
理
と
お
酒
を

愉
し
み
、
時
間
い
っ

ぱ
い
ま
で
懇
親
を
深

め
合
い
ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
Ｎ
Ｐ

Ｏ
法
人
ソ
ー
シ
ャ
ル

ハ
ウ
ス
（
施
設
長
・

新
井
紳
介
氏
／
高
崎

ル
ー
プ
企
業
の
㈱
成
電
工
業
（
代
表

取
締
役
・
瀧
澤
啓
氏
／
高
崎
支
部
）

で
設
計
・
販
売
さ
れ
て
お
り
、
相
談

か
ら
導
入
後
の
技
術
指
導
ま
で
一
括

で
請
け
負
う
こ
と
が
で
き
る
点
も
紹

介
さ
れ
ま
し
た
。

障
害
者
雇
用
は
組
織
の
成
熟
度
を
映
す
鏡

障
害
者
雇
用
は
組
織
の
成
熟
度
を
映
す
鏡

中
同
協
障
害
者
問
題
委
員
会
in
群
馬

　

一
月
二
十
二
日
（
木
）
～
二
十
三

日
（
金
）、
磯
部
ガ
ー
デ
ン
を
会
場

に
「
第
二
回
中
同
協
障
害
者
問
題
委

員
会（
群
馬
）」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
各
地
の
同
友
会
で
障
害
者
関
連

の
委
員
長
・
役
員
を
担
う
会
員
経
営

者
を
参
加
対
象
と
し
、
開
催
県
の
群

馬
か
ら
は
委
員
会
メ
ン
バ
ー
も
大
勢

参
加
。
北
は
青
森
か
ら
南
は
大
分
ま

で
、
約
五
十
名
の
参
加
者
が
学
び
合

い
ま
し
た
。

　

冒
頭
、
開
催
地
を
代
表
し
て
、
群

馬
同
友
会
代
表
理
事
の
町
田
氏
が
挨

拶
。
全
国
か
ら
来
県
し
た
参
加
者
へ

の
感
謝
を
述
べ
る
と
と
も
に
「
人
を

生
か
す
経
営
を
掲
げ
る
同
友
会
と
し

て
、
障
害
者
雇
用
は
意
義
の
あ
る
活

動
だ
と
感
じ
て
い
る
。
実
践
報
告
と

グ
ル
ー
プ
討
論
、
さ
ら
に
懇
親
会
も

含
め
て
、
生
き
た
情
報
に
触
れ
る
機

支
部
）
を
見
学
。
天
候
に
左
右
さ
れ

ず
、
安
定
し
た
作
業
を
確
保
で
き
る

屋
内
施
設
で
の
水
耕
栽
培
を
行
う
野

菜
工
場
の
見
学
と
、
同
法
人
の
施
設

概
要
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
同
社

の
水
耕
栽
培
の
プ
ラ
ン
ト
は
、
グ

会
は
と
て
も
重
要
」と
語
り
、

活
発
な
委
員
会
活
動
を
歓
迎

し
ま
し
た
。

　

事
例
報
告
で
は
、
群
馬
同

友
会
障
害
者
雇
用
委
員
長
の

石
原
氏
が
「
障
害
者
雇
用
は

"
組
織
の
成
熟
度
を
映
す
鏡
"

で
し
た
～
私
の
経
営
は
、

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
か
ら
ボ
ト
ム

ア
ッ
プ
、
そ
し
て
フ
ラ
ッ
ト

経
営
へ
～
」
と
題
し
て
、
自

社
で
障
害
者
雇
用
を
始
め
た

経
緯
に
加
え
、
そ
れ
に
伴
う

経
営
姿
勢
の
変
化
や
組
織
変

革
の
変
遷
を
報
告
し
ま
し

た
。

〒378－0002  群馬県沼田市横塚町 896－2
TEL．0278－20－1110　FAX．0278－22－2102

URL http://kk-sanei .net/

軽量鉄骨システム建築 プレハブハウス

株式会社三栄工業

用途に合わせ自由設計、コスト削減（事務所、店舗、倉庫、他）

プレハブパネル工法は規格部材を工場生産  経済性に優れ、短工期
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一
月
二
十
八
日
（
水
）、
桐
生
市

職
業
訓
練
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
「
桐

生
み
ど
り
支
部
一
月
例
会
」を
開
催
。

昨
年
九
月
か
ら
全
十
五
回
の
日
程
で

行
わ
れ
た
「
共
愛
学
園
前
橋
国
際
大

学
・
企
業
人
オ
ム
ニ
バ
ス
講
座
」
に

登
壇
し
た
ラ
ン
コ
ン
ト
レ
・
長
井
氏
、

木
村
総
合
法
務
事
務
所
・
木
村
氏（
い

ず
れ
も
桐
生
み
ど
り
支
部
）
が
「
学

生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
登
壇
者
が

語
っ
た
仕
事
と
人
生
と
は
？
～
」
を

テ
ー
マ
に
報
告
し
ま
し
た
。

　

長
井
氏
・
木
村
氏
の
両
名
は
、
学

生
に
向
け
て
話
し
た
内
容
を
例
会
仕

様
に
カ
ス
タ
マ
イ
ズ
し
て
報
告
。
失

敗
や
挫
折
を
乗
り
越
え
て
き
た
現
在

ま
で
の
歩
み
を
も
と
に
、
自
身
が
大

切
に
し
て
い
る
価
値
観
や
人
生
観
、

学
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
た
ほ

か
、
同
講
座
に
登
壇
し
て
の
率
直
な

感
想
や
学
生
の
反
応
（
レ
ポ
ー
ト
）

も
一
部
紹
介
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
「
若
者
に
選
ば
れ
る
企

業
づ
く
り
と
は
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。「
社
員
の
キ
ャ

リ
ア
パ
ス
や
将
来
像
を
し
っ
か
り
示

す
」「
経
営
理
念
へ
の
共
感
と
居
場

所
づ
く
り
」「
昭
和
世
代
と
の
感
覚

の
ズ
レ
。
や
る
べ
き
こ
と
は
山
積
し

て
い
る
と
痛
感
し
た
」
な
ど
、
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

新
島
学
園
短
期
大
学
　
学
内
企
業
研
究
会

新
島
学
園
短
期
大
学
　
学
内
企
業
研
究
会

共
同
求
人
委
員
会

学生へのメッセージ学生へのメッセージ

桐生みどり支部１月例会

　

一
月
二
十
八
日
（
水
）、
新
島
学

園
短
期
大
学
に
お
い
て
「
学
内
企
業

研
究
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
同

大
学
と
群
馬
同
友
会
が
締
結
し
た
連

携
協
定
に
基
づ
い
て
企
画
さ
れ
た
も

の
で
、
昨
年
度
に
続
い
て
二
回
目
。

当
日
は
共
同
求
人
委
員
会
の
メ
ン

バ
ー
を
中
心
に
会
員
企
業
十
五
社
が

参
加
し
、
全
体
で
の
企
業
Ｐ
Ｒ
や
個

別
ブ
ー
ス
に
よ
る
企
業
研
究
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

主
に
今
春
か
ら
就
職
活
動
を
ス

タ
ー
ト
さ
せ
る
一
年
生
を
対
象
に
、

そ
れ
ぞ
れ
の
業
界
や
企
業
に
対
す
る

知
識
・
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
さ
れ
た
本
研
究
会
。
全
体
で

の
事
前
説
明
・
企
業
Ｐ
Ｒ
タ
イ
ム
で

は
、
一
社
二
分
の
持
ち
時
間
を
使
っ

て
業
界
の
特
長
や
自
社
の
魅
力
な
ど

が
紹
介
さ
れ
た
ほ
か
、
大
学
・
企
業

の
双
方
か
ら
「
自
分

の
可
能
性
を
拡
げ
る

た
め
に
、
ぜ
ひ
多
く

の
企
業
ブ
ー
ス
を

回
っ
て
ほ
し
い
」
と

学
生
た
ち
に
語
り
掛

け
ま
し
た
。

　

個
別
ブ
ー
ス
で
の

企
業
研
究
会
は
、
一

回
あ
た
り
二
五
分
×

四
回
の
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
実
施
。
参
加
各
社

が
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
や

写
真
・
動
画
、
実
際

の
商
品
・
製
品
な
ど

を
使
っ
て
、
自
社
の

魅
力
や
仕
事
内
容
、

働
き
方
な
ど
を
細
か

く
説
明
し
、
学
生
か
ら
の
率
直
な
疑

問
・
質
問
に
真
摯
に
回
答
し
て
い
ま

し
た
。
ま
た
、
就
職
活
動
へ
の
不
安

に
対
し
て
も
、
親
身
に
な
っ
て
相
談

に
の
っ
て
い
る
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

今
後
、
参
加
し
た
学
生
の
企
業
訪

問
（
見
学
）
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

今
回
の
研
究
会
を
き
っ
か
け
に
、
学

生
の
就
職
活
動
、
あ
る
い
は
企
業
の

採
用
活
動
が
、
よ
り
実
り
あ
る
も
の

に
進
展
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
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一
月
二
十
七
日
（
火
）、
渋
川
吾

妻
支
部
一
月
例
会
を
開
催
。
い
か
ほ

秀
水
園
（
同
支
部
所
属
）
を
会
場
に

「
一
泊
例
会
・
新
年
会
」
と
し
て
設

営
さ
れ
、
そ
こ
へ
富
岡
安
中
支
部
が

「
支
部
間
交
流
例
会
」
と
し
て
合
流

し
ま
し
た
。

　

例
会
で
は
「
人
も
会
社
も
育
つ
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質
～
な
ぜ

信
頼
が
な
け
れ
ば
言
葉
は
届
か
な
い

の
か
？
～
」
を
テ
ー
マ
に
、
ケ
ル
ン

㈱
、
取
締
役
・
乗
附
諒
氏
（
富
岡
安

中
支
部
／
会
員
登
録
は
乗
附
社
長
）

が
報
告
。
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

取
れ
て
い
な
い
、
相
手
に
伝
わ
ら
な

い
理
由
を「
問
題
は
言
葉
で
は
な
く
、

人
間
関
係
の
土
台
に
あ

る
」
と
し
、
そ
の
メ
カ
ニ

ズ
ム
の
説
明
と
二
つ
の
体

験
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し

た
。
ま
た
、
信
頼
関
係
を

築
く
コ
ツ
と
し
て
「
視
点

と
視
座
を
変
え
る
意
識
」

を
挙
げ
、「
あ
な
た
（
経

営
者
）
の
視
線
が
変
わ
れ

ば
組
織
が
変
わ
る
」
と
語

り
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
信
頼

を
築
く
た
め
に
は
何
が
必

要
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ

ル
ー
プ
討
論
を
実
施
。
そ

の
後
の
新
年
会
と
合
わ
せ
、

支
部
を
超
え
た
熱
気
溢
れ

る
意
見
交
換
や
懇
親
が
図

ら
れ
ま
し
た
。

　

一
月
三
十
日
（
金
）、
ビ
エ
ン
ト

高
崎
を
会
場
に
「
高
崎
支
部
一
月
例

会
」
を
開
催
。
産
業
用
生
産
設
備
の

設
計
・
製
作
な
ど
を
手
掛
け
る
㈱
石

井
工
機
、
代
表
取
締
役
・
石
井
安
美

氏
（
高
崎
支
部
）
が
「
こ
れ
か
ら
の

経
営
を
話
そ
う
～
"
人
を
生
か
す
経

営
"
の
向
か
う
先
は
～
」
を
テ
ー
マ

に
自
身
の
経
営
体
験
を
語
り
ま
し

た
。

　

二
〇
一
五
年
、
経
営
指
針
を
つ
く

る
会
へ
の
参
加
を
通
じ
て
、
自
社
の

強
み
の
源
泉
を
「
人
の
力
」
と
定
義

し
、「
社
員
を
大
切
に
す
る
会
社
づ

く
り
」に
取
り
組
ん
で
き
た
石
井
氏
。

福
利
厚
生
や
健
康
経
営
、
キ
ャ
リ
ア

開
発
な
ど
、
数
多
の
取
り
組
み
に
触

れ
つ
つ
、
そ
れ
に
よ
り
表
れ
て
き
た

成
果
を
紹
介
し
ま
し
た
。
ま
た
、
報

告
後
半
は
一
転
、「
前
期
は
業
績
を

人
も
会
社
も
育
つ

人
も
会
社
も
育
つ

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
本
質

これからの経営を話そうこれからの経営を話そう
高崎支部１月例会

大
き
く
下
げ
た
」
と
し
、
そ
の
要
因

分
析
や
人
材
投
資
の
リ
ス
ク
、
働
き

や
す
さ
と
働
き
が
い
の
関
係
性
な
ど

に
つ
い
て
言
及
。
最
後
に
参
加
者
に

対
し
て
「
人
材
投
資
に
限
ら
ず
、
こ

れ
か
ら
の
経
営
に
何
が
必
要
な
の

か
？
考
え
て
選
択
し
な
け
れ
ば
生
き

残
れ
な
い
」
と
訴
え
掛
け
ま
し
た
。

　

報
告
終
了
後
は
「
十
年
後
の
自
社

の
た
め
に
、
今
、
何
を
大
切
に
し
ま

す
か
？
」
を
テ
ー
マ
に
グ
ル
ー
プ
討

論
を
実
施
。「
働
き
が
い
の
先
に
あ

る
仕
事
の
楽
し
さ
を
伝
え
る
」「
新

規
事
業
の
安
定
化
を
図
る
」「
希
望

や
夢
を
考
え
ら
れ
る
人
間
集
団
を
め

ざ
す
」「
経
営
理
念
の
落
と
し
込
み

と
顧
客
か
ら
の
信
頼
」
な
ど
、
活
発

な
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

渋
川
吾
妻
支
部
／
富
岡
安
中
支
部
１
月
例
会
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新会員報告＆新年会新会員報告＆新年会

前橋支部１月例会

　

前
橋
支
部
で
は
、
一
月
二
十
一
日

（
水
）、
ア
メ
イ
ジ
ン
グ
グ
レ
イ
ス
前

橋
を
会
場
に
支
部
例
会
を
開
催
。「
自

社
の
事
業
内
容
と
今
後
の
展
望
」
と

題
し
て
、
新
会
員
の
サ
ー
ド
プ
レ
イ

ス
・
小
渕
裕
子
氏
、
㈱
Ｐ
ｒ
ｏ
ｇ
ｒ

ｅ
ｓ
ｓ
・
石
井
亮
氏
（
い
ず
れ
も
前

橋
支
部
）
が
報
告
し
ま
し
た
。

　

小
渕
氏
は
、
獣
医
師
と
し
て
の
経

験
を
経
て
、「
ペ
ッ
ト
の
グ
リ
ー
フ

ケ
ア
」
を
展
開
し
て
お
り
、
高
度
化

す
る
動
物
医
療
の
現
場
で
、獣
医
師
、

飼
い
主
、
病
院
ス
タ
ッ
フ
の
三
者
を

繋
ぎ「
ハ
ッ
ピ
ー
な
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
」

を
迎
え
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
掲
げ

ま
し
た
。

　

石
井
氏
は
、
自
身
が
運
営
す
る
オ

フ
ァ
ー
型
就
活
サ
イ
ト
「
プ
ロ
ガ
イ

ド
」
を
紹
介
。
学
生
を
群
馬
に
留
め

る
こ
と
を
目
的
に
掲
げ
、「
学
生
は

経
営
者
の
顔
を
見
た
が
っ
て
い
る
」

と
語
り
、
地
域
の
絆
を
活
か
し
た
ゲ

リ
ラ
的
な
サ
イ
ト
運
営
で
、
大
手
求

人
媒
体
に
は
な
い
価
値
を
提
供
し
て

い
く
姿
勢
を
示
し
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
新
年
会
を
開
催
し
、
二

人
の
報
告
者
へ
の
感
想
や
、
今
年
の

目
標
な
ど
を
交
流
し
合
い
ま
し
た
。

　

一
月
二
十
九
日
（
木
）、
プ
ラ
ザ
・

ア
リ
ア
を
会
場
に
「
伊
勢
崎
支
部
一

月
例
会
（
新
年
会
）」
を
開
催
。「
前

年
の
振
り
返
り
＆
新
年
を
迎
え
て
の

抱
負
」
を
テ
ー
マ
に
、
参
加
各
社
の

企
業
努
力
や
チ
ャ
レ
ン
ジ
、
今
後
の

経
営
戦
略
な
ど
の
情
報
を
皆
で
共
有

し
合
い
ま
し
た
。

　

開
会
挨
拶
・
乾
杯
に
続
き
、
美
味

し
い
お
酒
と
食
事
を
楽
し
み
な
が
ら

新
年
を
迎
え
て
の
抱
負

新
年
を
迎
え
て
の
抱
負

伊
勢
崎
支
部
１
月
例
会

親
睦
を
深
め
た
参

加
者
。
会
場
が
温

ま
っ
た
と
こ
ろ
で

「
前
年
の
振
り
返

り
＆
新
年
を
迎
え

て
の
抱
負
」
を
一

人
三
分
を
目
安
と

し
て
全
員
に
語
っ

て
も
ら
い
ま
し

た
。
厳
し
い
状
況

を
表
す
言
葉
も

多
々
あ
っ
た
反

面
、
少
し
ず
つ
光

明
が
見
え
て
き
た

近
況
や
新
分
野
・

新
事
業
へ
の
挑
戦

な
ど
も
報
告
さ

れ
、
今
年
も
前
向

き
に
経
営
に
取
り
組
ん
で
い
く
決
意

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
他
、
同
友
会
や
会
員
へ
の
感

謝
の
言
葉
、
絶
対
に
は
ず
さ
な
い
鉄

板
ネ
タ
、
地
元
を
元
気
に
す
る
イ
ベ

ン
ト
の
Ｐ
Ｒ
、
直
前
に
控
え
た
衆
院

選
の
話
題
、
時
間
オ
ー
バ
ー
し
て
も

話
し
続
け
る
強
心
臓
ぶ
り
な
ど
、
十

人
十
色
、
参
加
者
そ
れ
ぞ
れ
の
個
性

が
映
え
る
新
年
会
と
な
り
ま
し
た
。
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『同友ぐんま（通常号）』 広告募集

＊掲載を希望される場合は、同友会事務局までご連絡をお願いいたします

群馬中小企業家同友会・事務局
TEL 027-232-0001　FAX 027-232-0666

［広 告 料］ 2万円（一口×6回掲載）
［スペース］ 縦44mm×横87mm（一口分）

　

沼
田
支
部
で
は
、
一
月
二
十
三
日

（
金
）、
利
根
沼
田
文
化
会
館
を
会
場

に
支
部
例
会
を
開
催
。「
人
事
が
採

用
時
に
重
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト
」
と

の
テ
ー
マ
で
、
職
場
づ
く
り
支
援
、

研
修
＋
キ
ャ
リ
ア
面
談
な
ど
を
行
う

Ｂ
ｅ
ｉ
ｎ
ｇ
働
き
方
Ｄ
ｏ
ｉ
ｎ
ｇ
、

代
表
・
大
石
尚
氏
（
富
岡
安
中
支
部
）

が
報
告
し
ま
し
た
。

　

大
石
氏
は
、
二
十
五
年
間
の
病
院

勤
務
で
蓄
積
さ
れ
た
人
事
・
労
務
の

人
事
が
採
用
時
に
重
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

人
事
が
採
用
時
に
重
視
す
べ
き
ポ
イ
ン
ト

沼
田
支
部
１
月
例
会

経
験
を
も
と
に
、

新
卒
採
用
・
中
途

採
用
で
大
切
に
す

る
視
点
や
面
接
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
紹

介
。
新
卒
採
用
で

は
「
学
生
生
活
で

の
気
づ
き
が
経
験

値
に
転
換
で
き
て

い
る
か
」「
将
来

や
り
た
い
こ
と
に

向
け
、
近
づ
こ
う

と
努
力
し
て
い
る

か
」
を
キ
ー
ポ
イ

ン
ト
と
し
て
挙
げ

ま
し
た
。
ま
た
、

中
途
採
用
で
は

「
転
職
の
理
由
（
本
人
の
課
題
）
が

解
決
で
き
る
か
」
を
キ
ー
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
挙
げ
、
面
接
前
に
職
場
体
験

や
見
学
な
ど
を
実
施
し
、「
事
前
に

情
報
を
開
示
し
て
お
互
い
の
理
想
と

現
実
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
埋
め
る
こ
と
が

大
切
で
あ
る
」
と
訴
え
ま
し
た
。

　

報
告
後
は
、
各
社
の
採
用
や
人
に

ま
つ
わ
る
諸
問
題
を
グ
ル
ー
プ
討
論

で
掘
り
下
げ
て
い
き
ま
し
た
。

新春願掛け例会開催新春願掛け例会開催

太田支部１月例会

　

太
田
支
部
で
は
、
一
月
二
十
二
日

（
木
）、
冠
稲
荷
神
社
を
会
場
に
、「
新

春
願
掛
例
会
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

第
一
部
の
祈
願
で
は
、
例
年
通
り

参
加
企
業
の
名
前
を
読
み
上
げ
て
商

売
繁
盛
を
祈
願
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
の
新
年
会
で
は
、
縁
起
物

を
使
っ
た
料
理
が
並
び
、
新
年
会
の

テ
ー
ブ
ル
に
色
ど
り
を
添
え
ま
し

た
。
ま
た
、
冠
稲
荷
神
社
の
絵
馬
が

全
員
に
配
ら
れ
、
今
年
の
目
標
を
漢

字
一
文
字
で
記
入
（
願
掛
け
）
し
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
込
め
ら
れ
た
思
い
や

近
況
報
告
な
ど
を
交
流
。
さ
ら
に
全

体
発
表
も
行
い
ま
し
た
。
目
標
の
書

か
れ
た
絵
馬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
普
段

目
に
入
る
所
に
保
管
す
る
こ
と
で
、

事
あ
る
ご
と
に
見
返
し
、
年
初
の
決

意
を
思
い
出
す
た
め
に
使
っ
て
ほ
し

い
と
企
画
さ
れ
ま
し
た
。

　

祈
願
で
の
神
頼
み
に
加
え
、
自
身

の
目
標
が
書
か
れ
た
願
掛
け
の
絵
馬

が
手
元
に
あ
る
こ
と
で
、
そ
の
思
い

を
強
く
意
識
さ
せ
、
太
田
支
部
会
員

企
業
の
経
営
は
「
う
ま
」
く
行
く
こ

と
で
し
ょ
う
。
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同友会のホームページで
会員検索できます。

同友会のホームページで
会員検索できます。

【国家試験合格者ら251人をたたえる】
� 中央カレッジグループ
　本県で複数の専門学校を運営する中央カレッジグ
ループ（代表理事長・中島利郎氏／前橋支部所属）は
４日、前橋市内のホテルで「高資格・教育成果発表会」
を開いた。国家資格に合格したり、検定を取得したり
した専門学校生251人をたたえた。
　簿記検定１級や応用情報技術者試験、第１種電気工
事士試験の合格者が登壇し、代表して合格証書を受け
取った。中島慎太郎理事長は「手にした資格や成果は
皆さんの努力の結晶。努力を継続し、社会にとって有
用な人物になってほしい」と激励した。
　専門学校生による研究の成果発表も行われ、駄菓子
店向けの販売データ管理システムや、バーチャルアイ
ドルなどについて説明した。
� ［２／５付上毛］

【17中学校にボール】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　太田市に本拠地を置くプロバスケットボールチーム、
群馬クレインサンダーズ（代表取締役・阿久澤毅氏／
太田支部所属）とオフィシャルトップパートナーの佐々
木商事（同市東別所町）は、市内の全中学校17校に４
個ずつ計68個のバスケットボールを寄贈した。
　５日、太田東中で贈呈式が開かれ、サンダーズの阿
久澤毅社長とチームマスコットのサンダくん、佐々木
社長がバスケットボール部員４人にボールを手渡した。
阿久澤社長は「部員以外も、皆でバスケをやってほし
い」、佐々木社長は「太田から素晴らしいバスケ選手が
生まれることを願っている」と述べた。
� ［２／６付上毛］

【社会課題解決へアイデア】
� 共愛学園前橋国際大学
　社会課題の解決に向けた最新技術の活用方法を考え
るワークショップの最終発表会が９日、前橋市の共愛
学園前橋国際大学（学長・大森昭生氏／前橋支部所属）
で開かれた。学生約50人が16グループに分かれ、それ
ぞれのアイデアを説明した。
　ワークショップは、同大と本県に拠点を置く太陽誘
電が連携して行い、学生は同社の技術や製品の活用案
を考えた。においセンサーを利用したクマの検知や、
一定以上のストレスを感知した際に自動で通知される
ナースコールなどを提案した。
　大森学長は「実践と理論の行き来で、とても意義の
ある学びになっている」と話した。
� ［２／ 10付上毛］

【健康経営、優良企業に学ぶ】
� ㈱石井工機
　従業員の健康を経営的視点で捉える「健康経営」に
理解を深めようと、第１回健康経営サークルが10日、
前橋市高井町の群馬ヤクルト販売で開かれた。県内35
社の53人が、健康経営優良法人認定企業のノウハウを
学びながら交流した。
　健康経営を推進したいと考える企業の学びを深め、
悩み解決の場を提供するため同社が主催した。
　㈱石井工機の石井安美社長（高崎支部所属）が音頭
を取り、参加者は乳酸菌飲料で乾杯。眼精疲労や肩こ
りの軽減につながるストレッチに全員で取り組んだ。
� ［２／ 11付上毛］

【子ども食堂にサンダーズカップ】
� ㈱群馬クレインサンダーズ
　太田市に本拠地を置くプロバスケットボールチーム、
群馬クレインサンダーズ（代表取締役・阿久澤毅氏／
太田支部所属）とオフィシャルパートナーで、プラス
チック製品などを手掛けるRP東プラ（大阪府吹田市）は、
チームのロゴ入りカップを製作し、５千個を大泉、邑
楽両町の子ども食堂へ寄贈した。
　大泉町の寄木戸南公民館で14日に開かれた「よりき
ど子ども食堂」で寄贈式が行われ、サンダーズの阿久
澤毅社長とRP東プラ太田工場の中野克博事業所長が子
ども食堂代表の月橋章さんに贈った。
� ［２／ 15付上毛］

【社名変更】
　㈱ヴィゴラス、代表取締役・荒井孝宣氏（伊勢崎支
部所属）では、この度、「㈱V-Assist」に社名変更しま
した。

【所属支部変更】
　㈱Pure Next、代表取締役・塚田純次氏（富岡安中支
部所属）は、この度、「渋川吾妻支部」に所属支部を変
更しました。

【会員登録変更】
　㈲ゼンフーズ、代表取締役・渡辺慎一氏（前橋支部
所属）では、この度、「課長・山浦さくら氏」に会員登
録を変更しました。

【登録変更】
　合同会社ピーチファクトリー、代表社員・小川浩司
氏（桐生みどり支部所属）は、この度、「㈲ピーチファ
クトリー、代表取締役」に登録変更しました。

アルミ精密部品の切削加工メーカー

株式会社 エーピーエム
充実した設備と長年培った確かな技術力で

お客様のご要望にお応えします！

〒373-0847 群馬県太田市西新町103-2
TEL0276-30-4058　FAX0276-30-4059

URL：http://www.apm-f.com　E-mail：fuse@apm-f.com
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新会員
ご紹介 会員名簿追加録（順不同・敬称略）

企業名･役職･氏名･生年･所在地･電話･FAX･業務内容･趣味･紹介者

２月度常任理事会承認

太
田
支
部

太
田
支
部

〒326-0067　栃木県足利市江川町4-10-1

〒373-0015　太田市東新町72-2

　足利市で切削油を中心とした工業油剤
の製造・販売を行っております。同友会で
の学びと交流を通じて、経営の実践を深め
ていきたいと考えております。よろしくお願
いいたします。

　太田市で製造業を強みとした、就労継続
支援Ａ型・Ｂ型を運営しております。自動車
部品や化粧品関連の製造を通じて、地域社
会との連携を大切に活動してます。これか
ら様々な研修と実践をしていきたいと考え
ております。宜しくお願いいたします。

ＴＥＬ：0284－44－0151
FAX：0284－41－0343

ＴＥＬ：0276－61－3095
FAX：0276－55－4854

切削油製造、潤滑油、防錆油、洗浄液販売、小型機械販売・修理、産業廃棄物収集運搬

障害福祉サービス（就労継続支援Ａ型・Ｂ型事業所）

【紹介者／中島純貴】

【紹介者／中島純貴】

ギター、サッカー観戦

ジョギング、アウトドア

㈱シンワルブテック

（一社）徳栄会

泉　　　隆　紀
H６年生

代表理事
川　田　直　嗣

S60年生

手
」
の
参
加
案
内
が
町
田
代
表
理
事

よ
り
あ
り
ま
し
た
。

②
新
島
学
園
短
期
大
学
・
社
会
人
力

養
成
講
座
の
概
要
説
明
と
合
わ
せ

て
、
各
支
部
へ
の
登
壇
者
選
任
依
頼

が
杉
﨑
代
表
理
事
よ
り
あ
り
ま
し

た
。

Ⅱ
．
審
議
・
承
認
事
項

１
．
第
五
四
回
定
時
総
会
の
開
催
概

要
に
つ
い
て

　

第
五
四
回
定
時
総
会
の
開
催
概
要

の
確
認
と
合
わ
せ
、
今
月
末
の
講
師

訪
問
（
㈲
エ
タ
ー
ナ
ル
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
・
永
岡
氏
／
茨
城
同
友
会
）

に
つ
い
て
総
務
会
か
ら
報
告
が
あ
り

ま
し
た
。

２
．
二
〇
二
六
経
営
研
究
集
会
の
企

画
案
に
つ
い
て

　

※
こ
の
後
の
意
見
交
換
に
て

３
．
新
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点

方
針
（
案
）
の
検
討
に
つ
い
て

　

新
年
度
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
・
重
点
方

針
の
た
た
き
台
（
総
務
会
案
）
が
町

田
代
表
理
事
よ
り
提
案
さ
れ
、
そ
の

概
要
を
承
認
。
次
回
理
事
会
ま
で
に

日
時　

二
月
三
日
（
火
）

※
今
回
も
同
友
会
事
務
所
と
オ
ン
ラ

イ
ン
併
用
の
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
開
催
と

な
り
ま
し
た
。

出
席
者
（
順
不
同
・
敬
称
略
）

正
副
代
表
理
事
／
町
田
、
杉
﨑
、
佐

藤
、
理
事
／
小
板
橋
、
山
﨑
、
提
箸
、

神
保
、
佐
藤
、
齋
藤
、
諏
訪
、
平
野
、

茂
原
、
石
井
、
田
村
、
関
口
、
事
務

局
／
阿
久
澤
、
竹
内
（
役
員
計
十
五

名
）

【
議　

事
】

　

佐
藤
副
代
表
理
事
が
議
長
を
つ
と

め
、
杉
﨑
代
表
理
事
挨
拶
の
も
と
、

第
十
回
理
事
会
開
会
。

Ⅰ
．
報
告
連
絡
事
項

１
．
各
支
部
・
部
会
・
委
員
会
等
の

案
内
報
告

　

各
組
織
担
当
者
よ
り
、
活
動
報
告

や
今
後
の
計
画
、
依
頼
事
項
な
ど
が

あ
り
ま
し
た
。

２
．
そ
の
他

①
三
月
五
～
六
日
開
催
「
第
五
六
回

中
小
企
業
問
題
全
国
研
究
集
会
in
岩

第10回

総
務
会
で
再
検
討
し
、
改
め
て
提
案

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。ま
た
、

部
門
方
針
案
の
検
討
・
作
成
が
各
組

織
担
当
者
に
依
頼
さ
れ
ま
し
た
。

４
．
入
退
会
者
承
認
と
仲
間
づ
く
り

推
進
に
つ
い
て

　

前
回
理
事
会
以
降
の
入
会
者
三

名
、
退
会
者
六
名
を
承
認
。
会
員
数

は
五
〇
四
名
と
な
り
ま
し
た
。

Ⅲ
．
意
見
交
換
・
そ
の
他

１
．
意
見
交
換

　

二
〇
二
六
経
営
研
究
集
会
の
企
画

案
が
茂
原
理
事
（
次
年
度
実
行
委
員

長
候
補
）
よ
り
提
案
さ
れ
、
そ
の
内

容
に
つ
い
て
率
直
な
意
見
交
換
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
尚
、
今
回
の
意
見
交

換
を
踏
ま
え
、
引
き
続
き
実
行
委
員

会
で
内
容
を
検
討
し
、
次
回
以
降
の

理
事
会
で
都
度
、
報
告
・
提
案
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

２
．
次
回
理
事
会
の
開
催
確
認

　

次
回
理
事
会
を
左
記
の
通
り
開
催

す
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
、
議
長
は
小

林
副
代
表
理
事
が
担
当
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

　

■
日
時
／
三
月
三
日
（
火
）

　

■
会
場
／
同
友
会
事
務
所

　
　
　
　
　

＋
ウ
ェ
ブ
（
併
用
）

優れた環境適応性。
より高精細で美しい仕上がり

「水なし印刷」システム

ムダな廃棄物を出さない。
必要な時に必要な部数を

オンデマンド印刷

「水なし印刷」は、湿し水を使用せず有
害な廃液を0にし、その結果CO2を削
減します。環境への負荷が格段に少な
い印刷システムです。

オンデマンド印刷は、「必要な時、必要
なだけ」の印刷でムダがなく、環境面
で優れています。また、印刷コストを抑
え、納期も短縮できます。

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

環境を思う、未来を想う
あらためて誓う
上武印刷

群馬県環境GS認定事業所

私たちは、環境にも、お客様にもやさしい企業を目指します。

〒370-0015  高崎市島野町890-25

TEL 027（352）7445（代）
FAX 027（352）2953（営業）

E-mail eigyo@jp-t.co.jp
URL http://www.jp-t.co.jp/

上武印刷株式会社


